
「
美
術
解
剖
」
の
科
目
は
最
初
の
「
東
京
美
術
学
校
規
則
」
に
専
修
科
の
絵

画
科
、
彫
刻
科
第
一
年
の
履
習
科
目
（
毎
週
二
時
）
と
し
て
登
場
す
る
。
フ
ェ
ノ

ロ
サ
や
岡
倉
は
こ
の
科
目
を
重
く
見
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
原
案
作
成
の
段
階
か

ら
こ
れ
を
置
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
。
岡
倉
の
『
国
華
』
発
刊
の
辞
に
明
ら

か
な
よ
う
に
、
岡
倉
ら
は
日
本
の
絵
画
、
彫
刻
は
日
進
月
歩
著
し
い
明
治
の
智

識
を
応
用
し
て
精
神
の
開
発
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、
特
に
、
人
物
を
題
材
と
す

る
際
な
ど
は
解
剖
学
、
遠
近
法
等
の
学
問
的
知
識
を
応
用
す
べ
ぎ
で
あ
っ
て
、

そ
の
こ
と
は
日
本
固
有
の
精
神
の
維
持
に
抵
触
し
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ

明
治
二
十
五
年
の
規
則
改
正
以
後
は
彫
金
科
、
鋳
金
科
、
蒔
絵
科
の
一
年
生

に
も
こ
の
科
目
の
履
習
が
義
務
づ
け
ら
れ
（
蒔
絵
科
は
同
二
十
七
年
以
後
履
習
廃

こ。f
 

っ

近 中 古

一
日
推
古
時
代

代

⇔

天

智

天

皇

伺
天
平
時
代

四
弘
仁
時
代

古

⑮

藤

原

時

代

一
因
平
氏
時
代

紺
鎌
倉
時
代

四
足
利
時
代

代

⑳

豊

臣

時

代

一
田
徳

川
時
代

森
鵬
外
、

後
藤
貞
行

の

「
美
術
解
剖
」
講
義

（
前
期
中
期
後
期
）

宋
（
前
期
）
宋明

初

元

（
前
期

空唐隋
海

｝
 

后
期
）

純
日
本

聖
徳
太
子

唐
初

（
後
期
）
元

朝
鮮

左
の

日
割
に
て
御
開
講
相
成
候
様
致
度
尤
モ
専
修
科
甲
乙
生
の
分
は
是

拝
啓
人
骨
モ
大
学
よ
り
参
り
候
二
付
御
差
支
無
之
候
ハ

、
御
都
合
次
第

止）
、
次
い
で
同
二
十
九
年
七
月
、
西
洋
画
科
設
置
等
に
伴
う
規
則
改
正
の
際

に
は
西
洋
画
科
と
彫
刻
科
は
第
一

、
二
年
で
、
日
本
画
科
は
第
三
年
で
、
彫
金

科
、
鍛
金
科
、
鋳
金
科
は
第
一
年
で
こ
れ
を
履
習
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
た

（
毎
週
一
時
）
。
西
洋
画
科
と
日
本
画
科
と
で
は
「
美
術
解
剖
」
の
位
置
づ
け
が

異
な
っ
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
科
目
の
担
当
者
に
つ
い
て
い
う
と
、
最
初
は
後
藤
貞
行
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
馬
の
彫
刻
家
と
し
て
知
ら
れ
る
貞
行
は
、
本
校
が
楠
公
銅
像
製
作

を
請
負
っ
た
際
に
高
村
光
雲
を
介
し
て
採
用
さ
れ
、
楠
公
像
の
馬
の
木
型
制
作

を
担
当
し
た
が
、

「
美
術
解
剖
」
も
担
当
し
た
ら
し
い
。

『
雨

山

先

生

遺

作

集
』
に
は
白
井
雨
山
ら
第
一
期
生
の
時
代
は
「
美
術
解
剖
」
と
い
っ
て
も
人
体

解
剖
で
は
な
く
、
貞
行
の
馬
体
解
剖
講
義
の
み
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
初
期

の
貞
行
の
講
義
に
関
す
る
資
料
は
現
存
し
な
い
が
、
の
ち
の
時
期
の
講
義
筆
記

（
後
述
）
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
凡
そ
の
内
容
は
把
握
で
き
る
。

貞
行
の
後
任
が
森
鵡
外
で
あ
り
、
馬
体
解
剖
に
代
わ
っ
て
人
体
解
剖
の
講
義

が
始
ま
っ
た
。
陸
軍
軍
医
学
校
教
官
、
陸
軍
二
等
軍
医
生
、
従

六

位

森

鵡

外

は
、
本
務
の
傍
ら
明
治
二
十
四
年
二
月
十
四
日
か
ら
同
二
十
八
年
七
月
ま
で
本

校
嘱
託
教
師
と
し
て
こ
の
講
義
を
担
当
し
て
い
る
。
岡
倉
覚
三
の
日
記

「
雪
泥

痕
」
（
明
治
二
十
一一
一
年
）
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
以
前
か
ら
鵡
外
と
岡
倉
は
交
際
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
起
用
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
左
記
の
書
簡
は
起
用
に
際
し
て
岡
倉
が
鴎
外
に
出
し
た
も
の
で
あ

る。
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右
得
御
意
候

十
六
日

鵡
外
先
生
侍
史

（
森
鵡
外
あ
て
岡
倉
覚
―
―
―
忠
簡
。
文
京
区
立
鵡
外
記
念
本
郷
図
書
館
蔵
）

文
中
、
生
徒
の
み
な
ら
ず
教
員
、
助
手
等
の
た
め
の
講
義
を
も
要
請
し
て
い

る
点
は
、
鵡
外
に
寄
せ
る
期
待
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ

る
。
な
お
、

「
是
迄
ノ
解
剖
講
義
」
云
々
の
語
句
は
恐
ら
く
当
時
後
藤
貞
行
の

講
義
が
続
行
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

閾
外
の
「
美
術
解
剖
」
講
義

該
講
義
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
明
治
一
―
―十
年
前
後
に
鵡
外
自
ら
本
校
で

の
講
義
録
を
も
と
に
し
て
編
ん
だ
も
の
と
さ
れ
て
い
る

『
芸
用
解
体
学
』
が
あ

る
。
こ
れ
は
既
に
岩
波
書
店
版

『鵡
外
全
集
』
第
二
十
九
巻
（
昭
和
四
十
九
年
）

に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
文
京
区
立
鵡
外
記
念
本
郷
図
書
館
所
蔵
本

（
四
六
判
三
百
四
十
八
頁
。
洋
綴
ク
ロ

ー
ス
装
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

（
同
上
）

草
々
頓
首

覚

迄
ノ
解
剖
講
議
月
末
頃
ニ
―
結
候
間
其
上
二
て
御
始
め
被
下
度

曜
日
の
分
よ
り
願
度
御
様
子
御
示
し
被
下
候
ハ
、
幸
甚

月
曜
午
後
三
時
半
よ
り
五
時
半
二
時
間

（
教
員
助
手
等
に

て
美
術
解
剖
聴
講
志
望
者
の
分
）

水
曜
午
下
三
時
半
よ
り
四
時
半
一
時
間

（
専
修
科
一
年
生
甲
乙
）

金

曜

午

下
―
―
一
時
半
よ
り
四
時
半

一
時
間

先
ッ
月

社
）
に
至
っ
て
名
称
に
や
や
変
化
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

「
美
術
解
剖
学
」
と

今
編
者
の
手
も
と
に
あ
る
の
は
原
安
民
旧
蔵
本
で
、
判
と
ペ
ー
ジ
数
は
上
記
の

も
の
と
同
じ
だ
が
、
こ
ち
ら
は
和
綴
ク
ロ
ー
ス
（
茶
色
無
地
）
装
で
あ
る
。
奥
付

は
な
く
、
本
の
背
に
は
「
藝
用
解
憫
李
」
と
墨
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
小
冊

子
の
内
容
は
専
ら
人
体
の
み
に
関
す
る
も
の
で
、
序
論
に
あ
た
る
部
分
の
記
述

に
よ
れ
ば
、
J
•
K
o
l
l
m
a
n

,

Plastische 
A
n
a
t
o
m
i
e
.
 Le
i
p
z
i
g
,
 

1
8
8
6
.

を

粉
本
に
用
い
て
い
る
が
、
ほ
か
に
中
国
の
沈
形
の
『
釈
骨
』
、
日
本
の
石
坂

宗

哲
の
『
骨
経
』
、
丹
波
元
胤
の
『
体
雅
』
、
山
脇
東
洋
の
『
蔵
志
』
、
『
非
蔵
志
』
な

ど
も
参
考
に
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

。

な
お

、

本
書
の
最
後
の
一
行
「

J
•
D

.

B. 
S
t
i
l
l
m
a
n
,
 Th

e
 h
o
r
s
e
 
in 
m
o
t
i
o
n
,
 Ja

m
e
s
 
R. 
O
s
g
o
o
d
 a
n
d
 
C
o
.
 

1
8
8
2
」
が
上
記
岩
波
版
全
集
で
は
欠
落
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
美
術
解
剖
学
講
義
は
エ
部
美
術
学
校
で
始
ま
っ
て
い
る
。
フ

ォ
ソ
タ
ネ
ー
ジ
の
後
任
と
し
て
来
日
し
た
サ
ソ

・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ソ
ニ
が
東
京
大
学

か
ら
玉
越
興
平
を
招
い
て
週
二
回
美
術
の
た
め
の
解
剖
学
講
義
を
行
い
、
そ
こ

で
は
実
際
に
猿
の
解
剖
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
次
い
で
こ
の
領
域
に
手
を
染
め
た

人
に
解
剖
学
の
泰
斗
田
口
和
美
が
い
る
。
彼
は
明
治
二
十
年
に
東
京
彫
工
会
に

招
か
れ
て
「
美
術
応
用
解
剖
学
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
同

二
十
五
年
に
は
田
口
和
美
、
田
口
茂
一
郎
撰

『
美
術
応
用
解
剖
学

・
全
』
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
―
つ
の
学
問
領
域
と
し
て
の
体
系
性
を
持

つ
に
至
っ
た
の
は
鶴
外
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
鴎
外
こ
そ
斯
学
の

創
始
者
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
本
校
に
お
け
る
科
目
名
は
「
美
術
解

剖
」
で
あ
っ
た
が
、
鵬
外
自
身
は
「
芸
用
解
体
学
」
な
い
し
「
造
形
的
解
体

学
」
（
明
治
二
十
四
年
四
月

『国
民
之
友
』
百
十
一
号
）
の
名
称
を
用
い
た
。
鵡
外
、

久
米
桂
一
郎
同
選
『
芸
用
解
剖
学

・
骨
論
之
部
』
（
明
治
一
二
十
六
年
二
月
、
画
報
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骨
の
連
接

膝
節

足
の
骨

平

節

皮

皮

の

色

り

の

皮

袈

毛
髪

〔
本
論
〕
〔
骨
〕

首

骨

頭

骨

頭

骨

の

交

會

（

頗

）

面

骨

顧

顕

骨

上

顎

骨

恥

骨

顧

骨

下

顎

骨

下

顎

の

節

歯

脊

椎

胸

椎

腰

椎

十

字

骨

脊

柱

脊

柱

の

節

と

紐

と

運

動

胸

骨

肋

胸

廓

胸

の

運

動

死

人

の

胸

四

肢

匙

骨

貝

殻

骨

上

膊

肩

の

節

前

膊

尺

輻

肘

の

節

手

根

中

手

骨

指

骨

手

と

指

と

の

運

動

手

節

曲
及
輻
曲
中
手
と
の
指
と
の
問
指
節

上
肢
餘
論

〔
し
も
の
こ
し
ぽ
ね
〕

帯

骸

骨

十

字

骨

と

競

骨

と

の

耶

接

し
も
の
こ
し
の
ふ
し

龍

節

下
腿
の
骨

下
肢
の
総
説

男
女
の
皮

い
う
名
称
が
一
般
に
用
い
ら
れ
る
の
は
ま
だ
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

『
芸
用
解
体
学』

の
内
容
項
目
（
原
文
の
見
出
し
語
句
を
列
記
し
、

〔

を
も
っ
て
不
足
を
補
っ
た
。
）
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
随
所
に

「
ラ
オ
コ

オ
ソ
」
、

「
ボ
ル
ゲ
エ
ゼ
の
力
士
」
、

「
ア
ガ
ジ
ア
ス
の
角
紙
者
」
、

「
ニ
オ
ベ
の

像」
、
「
フ
ァ
ル
ネ
工
ゼ
の
ヘ
ル
ク
レ
ス
」
、
「
ベ
ル
ペ
デ
エ
ル
の
残
謳」
、
あ
る
い

は
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
や
リ
ュ
ー
ベ
ソ
ス
の
作
等
々
、
美
術
作
品
が
例
と
し
て
採

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
人
体
各
部
の
名
称
や
区
分
法
は
現
行
の
医
学
用
語
と
異

な
る
部
分
が
多
い
。

関
節
の
通
性

皮
の
窪
及
溝

胴
の
骨

脊
柱
の

上

肢

鍮

手
の
骨

手

の

屈

伸

尺

下

肢

の

骨

盤

骨

盤

の

完

形

上

腿

骨

〔
あ
し
の
ね
〕
〔
な
か
の
あ
し
〕
〔
あ
し
の
ゆ
ぴ
〕

足

根

中

足

趾

足

の

節

ひ
た
ひ
ぼ
ね

額
骨

頂
骨

枕
骨

節
の
わ
た

組
立
節

芸
用
解
体
学

〔
序
論
〕
〔
芸
用
解
体
学
概
論
〕

教

へ

か

た

沿

革

〔
た
ま
ぷ
し
〕

関

節

の

形

球

節

蝶

番

節

ひ
だ

皮
の
袈

骨

骨
の
通
性 '--' 

外
耳
と
頭
蓋
と
の
肉

目
の
外
廻
り

下
顎
の
肉

眼

と

そ

の

球

と

瞼

辺

の

皮

描

眉

瞼

皮

む
す
び
か
わ

虞

眼

の

結

膜

目

の

肉

鼻

耳

表

情

動

視

眠

目

と

死

目

と

顔

色

頸

舌

骨

喉

頭

及

甲

線

舌

骨

肉

頸

肉

浅
頸
肉

頸

前

側

部

胸

肉

胸

肢

肉

胸

廓

肉

腹

壁

肉

前

腹

肉

濶

腹

肉

直

腹

肉

後

腹

肉

背

肉

浅
背
肉

深
背

肉

四

肢

の

肉

上

肢

の

肉

諸

肩

肉

上

膊

肉

上

膊

前

肉

上

膊

後

肉

腋

腐

前

膊

肉

前

膊
曲
側
の

肉

前

膊

伸

側

の

肉

尺

澤

手

肉

栂

球

肉

群

季

指

球

肉

群

掌
肉

手

肉

餘

論

腎

の

廻

血

管

下

肢

肉

龍

肉

上

腿

肉

上

腿

前

諸

肉

上
腿
内
諸
肉

上
腿
後
囲
諸
肉
下
脚
肉
下
脚
前
肉
群
下
脚
側
肉

群

下

脚

後

肉

群

國

足

肉

足

背

肉

蹄

肉

脚

及

足

の

廻

血

管

脚
肉
餘
論

女

身

女

骨

女

顧

女

胸

女

腹

女

競

女

脚

女

脂

児
身
の
権
衡
児
身
所
々
の
特
徴

児
の
諸
組
織

人
身
の
権
衡
大
人
の
身
長

人
面
の
権
衡

移
地
運
動
人
身
の
平
位
人
身
の
重
点

平

位

の

支

揮

立

立

時

の

凝
硬
平
位
を
求
む
る
感

立

の

種

類

等
立
時
の
諸
節
と
重
線
と
自

然

立

立

の

餘

論

坐

行

と

走

と

行

行

の

始

点

行

時

下

肢

の

運

動
行
間
両
脚
同
時
の
位
置
行
時
謳
幹
の
運
動
行
の
個
人
的
変
化

斜
面
を
行
く
こ
と
行
の
涼
力
走

走
時
下
肢
の
運
動
走
時
謳
幹
の

運

動

走

の

種

類

行

走

の

試

験

跳

牽

搬

溺

飛

他

の

運

動

れ

る

肉

間

紐

〔
く
ち
の
め
ぐ
り
〕

ロ
囲
の
肉
鼻
の
肉

目
の
裂

面
肉
餘
論

肉
の
通
性

〔て

こ
〕

骨
の
積
杵
を
な
し
た
る

〔
わ
ひ
も
〕

環
紐
及
十
字
紐

頭
肉

肉
紐

肉
紐
と
肉
と

肉
束
の
肉
紐
よ
り
起

〔
ま
ぷ
た
の
ほ
と
り
〕

頭
蓋
肉
及
面
肉
匪
辺
の
肉

〔肉
〕

〔
し
ら
ず
ぢ
〕

腱
の
形

肉
腹
の
形

肉
の
性

肉
路
の
角
を
な
し
た
る

479 第3節 学科授 業



行
時
の
力
籠

カ

最

力

原

さ
て
、
こ
の
『
芸
用
解
体
学
』
と
実
際
の
講
義
と
の
対
比
の
問

題

で

あ

る

が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
（
桑
原
宜
監
修
、
磯

崎
康
彦

•

吉
田
千
節
子
共
著
。
昭
和
五
十
二
年
三
月
日
本
文
教
出
版

K
.
K.
)
に
お
い
て

も
詳
し
い
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
菅
原
大
三
郎
の
ノ
ー

ト

「
美

術
解
剖
学
、
医
学
博
士
森
林
太
郎
先
生
口
述
」
（
明
治
二
十
五
年
度
講
義
の
筆
記
。

序
論
に
始
ま
り
骨
の
部
の
最
後
の
あ
た
り
で
中
断
し
て
い
る
。）
と
対
比
さ
せ
て
両
者

の
内
容
と
順
序
が
お
よ
そ
一
致
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
時
点

で
は
さ
ら
に
も
う
一

冊
の
ノ
ー
ト
、
菅
紀
一
郎
筆
記
「
美
術
解
剖
学
二
」
が
発

見
さ
れ
て
い
る
の
で
解
説
を
補
足
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
菅
の
ノ
ー
ト
の
表

紙
に
は
「
明
治
廿
五
年
六
月
、
東
京
美
術
學
校
啜
託
教
員
、
陸
軍
軍
医
學
校
教

授
、
陸
軍
二
等
軍
医
正
、
従
六
位
、
森
鵡
外
先
生
口
授
、
美
術
學
校
給
画
専
修

科
第
二
年
生
、
菅
紀
一
郎
筆
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
中
味
は
文
章
、
図
と
も

鉛
筆
な

い
し
毛
筆
で
清
書
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
の
年
記
は
既
述
「
泰
西
美
術

史
」
ノ
ー
ト
の
場
合
と
同
様
に
清
書
の
時
点
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実

際
に
受
講
し
た
の
は
明
治
二
十
四
年
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
標
題
か
ら

も
わ
か
る
と
お
り
、
ほ
か
に
「
美
術
解
剖
学
一
」
の
ノ
ー
ト
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
が
現
存
し
な
い
。
ノ
ー
ト
の
記
述
は
上
記
『
芸
用
解
体
学
』
の
項
目
を
以

て
す
れ
ば
「
皮
」
の
項
の
末
尾
か
ら
始
ま
り
「
目
と
そ
の
球
と
」
で
終
っ
て
い

る
。
処
々
に
講
義
の
数
次
や
日
付
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
記

述
は
第
六
講
（
「
毛
髪
」
の
末
尾
ま
で
）

か
ら
始
ま
り
第
七
講
（
本
論

「
首
骨
」

s

「
頭
骨
の
交
會
」
）
第
八
講
（
「
面
骨
」

s
「
頂
骨
」
）

第
九
講
（
「
枕
骨
」

＼
「
下
顎
の

節
」
）
第
十
講
（
「
歯
」
＼
「
胴
の
骨
」
）
第
十

一
講
（
「
脊
椎
」

s
「
十
字
骨
」
）
第
十

二
講
（
「
脊
柱
」
＼
「
脊
柱
の
運
動
」
）
第
十
三
講
（
「
胸
骨
」

s
「
胸
廓
」
）
第
十
四
講

（
「
胸
廓
」
の
中
途
S
「
胸
の
運
動
」
）
第
十
五
購
（
「
死
人
の
胸
」
＼
「
貝
殻
骨
」
）
第

十
六
講
ー
—

—
こ
の
間
区
分
不
明
瞭
—
|

l
第
二
十
一
購

、

第
二
十
二
講
（
四
月
二

十
八
日
、
「
肉
の
通
性
」
＼
「
肉
の
性
」
）
第
二
十
三
講
（
五
月
四
日
、

「肉
の
性
」
の

中
途
ー

「
肉
束
の
肉
紐
よ
り
起
れ
る
」
）
第
二
十
四
諧
（
五
月
二
十
五
日
「
肉
間
紐
」

ー
「
口
固
の
肉
」
）
第
二
十
五
講
（
六
月
一
日
、
「
口
園
の
肉
」
の
中
途
ー
末
尾
）
第
二

十
六
講
（
六
月
八
日
、

「
面
肉
餘
論
」
＼
「
眼
と
そ
の
球
と
」
）
の
順
に
進
め
ら
れ
て
い

る
。
最
後
の
日
付
か
ら
み
て
第
二
十
六
講
が
最
終
諧
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は

以
後
数
回
続
行
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
執
れ
に
せ
よ
年
度
末
（
六
月
末
）

ま
で
に
『
芸
用
解
体
学
』
の
「
眼
の
外
廻
り
」
以
下
「
力
原
」
ま
で
を
講
ず
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
二
十
四
年
度
の
購
義
は
『
芸
用
解
体

学
』
の
全
体
に
は
及
ば
な
か
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

菅
の
ノ
ー
ト
の
内
容
、
順
序
は
『
芸
用
解
体
学
』
の
そ
れ
と
ほ
ぽ
対
応
す

る
。
相
異
点
を
挙
げ
れ
ば
前
者
は
記
述
が
幾
分
簡
略
で
あ
り
、
例
え
ば
後
者
の

「
胸
の
運
動
」
に
お
け
る
ヴ
ィ
ソ
ケ
ル
マ
ソ
略
伝
な
ど
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
後
者
と
違
っ
て
図
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
記
さ
れ

て
い

る
。
な
お
、

ノ
ー
ト
の
中
に
は
全
身
の
骨
格
、
筋
肉
の
図
三
葉
が
挟
み
込
ま
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
出

『
美
術
應
用
解
剖
學
』
の
附
図

（
凡
例
に

「
猶
國
伯
林

大
學
校
教
授
邊
薦
華
留
博
士
の
撰
探
せ
し
も
の
に
拙
る
と
雖
と
も
碩
學
阿
兒
敏
婢
士
の

書
に
就
て
之
を
改
訂
し
更
に
新
製
の
敷
岡
を
加
へ
粛
エ
近
澤
勝
見
氏
之
を
描
寓
せ
り
」
と

あ
る
。
）
の
一
部
を
写
し
た
も
の
で
、
講
義
と
は
別
個
に
菅
が
自
分
の
勉
強
の
た

め
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

後
藤
貞
行
の

「
美
術
解
剖
」
講
義

鵡
外
の
講
義
は
明
治
二
十
七
年
八
月
の
日
清
戦
争
勃
発
と
と
も
に
彼
が
軍
医
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と
し
て
戦
地
へ
赴
い
た
た
め
中
止
さ
れ
た
。
彼
は
翌
二
十
八
年
十
月
に
帰
国
し

た
が
、
そ
の
約
一
―
―
ヶ
月
前
の
七
月
九
日
付
で
本
校
嘱
託
を
解
か
れ
、
同
日
付
で

後
藤
貞
行
が
「
美
術
解
剖
」
「
彫
造
手
訣
」
授
業
お
よ
び
授
業
用
解
剖
模
型
製

作
担
当
と
し
て
嘱
託
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
以
後
、
貞
行
は
明
治
三
十
一
年
四
月
十

六
日
に
い
わ
ゆ
る
美
術
学
校
騒
動
に
関
連
し
て
辞
職
す
る
ま
で
在
職
し
て
い
る

が
、
そ
の
間
、
二
十
九
年
四
月
十
七
日
に
は
久
米
桂
一
郎
が
「
美
術
解
剖
」
「
考

古
学
」
授
業
嘱
託
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
貞
行
が
「
美
術
解
剖
」
を
担
当
し
た

期
間
は
久
米
の
就
任
ま
で
の
一
年
弱
の
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

貞
行
の
「
美
術
解
剖
」
講
義
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
が
、
山
本

正
三
郎
（
明
治
三
十
年
彫
金
科
卒
）
の
筆
記
ノ
ー
ト
「
美
術
解
剖
学
、

馬
体
之

マ

マ

部

・
人
体
之
部
、
後
藤
教
授
」
の
発
見
に
よ
っ
て
概
要
が
判
明
し
た
。
貞
行
は

手
記
本
「
人
体
解
剖

・
骨
学

・
筋
学
」
「
馬
体

・
骨
学

・
筋
学

・
外
貌
」
（
明

治
二
十
九
年
一
月
編
）
、

「
彫
造
手
訣
」
等
の
著
述
を
残
し
た
と
い
う
が
（
田
ロ

掬
汀
著

「
後
藤
貞
行
の
伝
」

『
中
央
美
術
』
第
二
十
二
号
。
昭
和
十
年
五
月
）
、

戦
災
で

失
わ
れ
た
ら
し
く
、
現
在
、
こ
の
山
本
正
三
郎
の
ノ

ー
ト
が
貞
行
の
学
識
を
知

る
唯
一
の
手
掛
り
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
馬
の
彫
刻
家
と
し
て
の
本
領
が
窺

わ
れ
る
ユ
ニ

ー
ク
な
も
の
で
あ
る
。
講
義
の
時
期
は
上
述
の
よ
う
に
明
治
二
十

八
年
度
に
限
定
さ
れ
る
。

序
論
骨
格
の
概
念
、
骨
の
構
造
、
関
節
（
可
動
関
節
、
不
動
関
節
、
混

滑
関
節
）
の
構
造

（
絵
画
、
彫
刻
に
お
け
る
人
物
の
輪
廓
線
の
基
礎
と
な
る
の
は
骨
格
、

一
、
骨
格

明
治
二
十
八
年
度
後
藤
貞
行
「
美
術
解
剖
」
講
義
、
馬
体
の
部

帯
、
乳
頭
牌
筋
、
胸
骨
顎
骨
筋
等

筋
学
の
概
念
、
横
紋
筋
と
平
滑
筋
、
随
意
筋
と
不
随
意
筋

脊
柱
骨

椎
骨

胸
廓
骨

頸
椎
、
脊
椎
、
腰
椎
、
薦
骨
、
尾
椎

胸
骨
、
肋
骨

筋
肉
で
あ
る
か
ら
初
学
の
者
は
そ
の
理
を
わ
含
ま
え
、
表
面
的
な
美
で

形
を
ご
ま
か
す
こ
と
の
な
い
よ
う
心
得
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
や
初
学
の

者
は
古
製
の
彫
像
を
参
考
に
し
、
解
剖
学
や
照
影
法
を
学
び
、
物
状
の

変
化
す
る
実
状
を
熟
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
も
述
べ
て

い
る
）
。

本
論a

、
艇
幹
骨

頭

骨

顕

頂

骨
、
前
頭
骨
、
顧
額
骨
、
顔
面
対
骨
（
大
上
顎
骨
、

小
上
顎
骨
、
恥
上
骨
、
涙
骨
、
顕
骨
、
口
蓋
骨
、

粟
骨
、
甲
介

骨）
、顔
面
不
対
骨
（
鋤
骨
、
下
顎
骨
）
、
歯

b
、
四
肢
骨

前
肢
骨
肩
押
骨
、
膊
骨
、
前
膊
骨
（
膊
骨
、
撓
骨
、
尺
骨
、
鴬

嘴
頂
）
、前
足
骨
（
腕
骨
、
腕
豆
骨
、
腕
前
骨
各
部
、
趾
骨
各
部
）

後
肢
骨
臆
骨
（
腸
骨
、
座
骨
、
趾
骨
）
、股
骨
ま
た
は
大
腿
骨
、
腔

骨
、
誹
骨
、
膝
蓋
骨
、
後
足
骨
（
距
骨
、
距
前
骨
各
部
、
趾
骨
）

二
、
筋
学

序
論

本
論a

、
頭
の
諸
筋
、
鼻
梁
の
諸
筋
、
顧
額
顎
の
諸
筋

b
、
脊
柱
の
諸
筋
、
牌
上
筋
、
僧
帽
筋
、
肩
押
角
筋
、
菱
形
筋
、
頸
靱
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本
論a

、
頭
部

C

、
背
腰
の
諸
筋
、
大
背
筋
、
腹
棘
筋
等

d
、
胸
腹
の
諸
筋
、
動
皮
筋

e
、
肋
部
の
諸
筋

f
、
腹
の
諸
筋
、
大
斜
腹
筋
そ
の
他

g
、
前
肢
の
諸
筋

h
、
肩
の
諸
筋

i
、
膊
の
諸
筋
、
長
前
膊
屈
筋
、
短
前
膊
屈
筋

.
J
、
膊
骨
の
後
方
に
位
す
る
諸
筋
、
大
前
膊
伸
筋
、
短
前
膊
伸
筋
等

K
、
前
膊
の
諸
筋
、
前
腕
前
伸
筋
、
側
腕
前
伸
筋
、
前
趾
骨
伸
筋
、
側

趾
骨
伸
筋
、
前
腕
前
屈
筋
、
斜
腕
前
屈
筋
、
内
腕
前
屈
筋
、
表

趾
骨
伸
筋
、
深
趾
骨
伸
筋

ー、

後
肢
の
諸
筋
、
中
臀
筋
、
表
臀
筋
、
腸
骨
筋
膜
、
三
頭
股
筋
、
長

広
筋
、
半
建
様
筋
、
半
膜
様
筋
等

m
、
腟
の
諸
筋
前
趾
骨
伸
筋
、
側
趾
骨
伸
筋
、
附
前
骨
屈
筋
、
腔
抒

筋
、
表
趾
骨
屈
筋
、
深
趾
骨
屈
筋
、
斜
腕
前
屈
筋

n
、
尻
の
諸
筋
尾
揚
上
筋
、
尾
抵
下
筋
、
尾
側
傾
筋

三
、
馬
相
学

序
論
美
格
（
「
清
眼
堅
蹄
」
等
）

・
失
格

・
変
質
（
脂
肪
瘤
、
骨
瘤
等
）

お
よ
び
六
科

頭
形
、
頭
の
附
根
、
頭
の
向
き
の
良
否
、
手
網
の
日
本
風

と
西
洋
風
、
頭
頂
、
頭
毛
、
額
、
鼻
梁
、
鼻
端
、
唇
、
唇
毛
、

歯
、
舌
滞
、
舌
、
頬
、
肥
、

頭
、
蔚
交
、
耳
、
願
顕
、
眼
孟
、

眼
、
鼻
孔
、
願
、
頸
、
製
の
種
類
お
よ
び
良
否

b
、
体
部

磐

、
背
、
尾
、
肛
門
、

縫
際
、

会
陰
、

胸
前
、
腋
、

間
、
肋
、
胸
、

口
腟
、
腹
、
生
殖
機
関
等
の
種
類
と
良
否

C

、
四
肢

前

肢

肩

、

膝
、
腎
、
肘
、
膝
、
管
、
腱
、
球
撃
、
冠
、

羊
毛
、
蜘
尻
等
の
種
類
と
良
否

山
本
ノ
ー
ト
に
は
毛
鉦
で
書
ぎ
写
し
た
図
が
多
数
添
付
さ
れ
て
い

る
。
貞
行
は
解
剖
図
を
石
版
刷
り
に
し
て
生
徒
に
配
っ
た
と
い
う

か
ら
（
『目
黒
不
動
仁
王
尊
の
出
来
る
ま
で
ー
後
藤
良
回
顧
録
ー
』

亀
谷
了
編
。
昭
和
三
十
六
年
。
青
蛙
房
）、

同
人
体
の
部

一
、
骨
格

附
図

そ
れ
を
写
し
た
も
の
で
あ

a
、
頭
の
部
頭
蓋
骨
、
前
頭
骨
、

後
頭
骨
、
瑚
蝶
骨
、
願
顕
骨
、

飾

骨
、
顔
面
骨
、
上
顎
骨
、
鋤
骨
、
顧
骨
、
涙
骨
、
下
顎
骨
、
歯

頭
角
度
、
欧
米
人

・
日
本
人

・
下
等
人
種

・
狸
々
等
の
差
異

頭
の
運
動
、
屈
曲
、
回
転
と
骨
格
と
の
関
係

b
、
鉢
幹
の
部
脊
椎
柱
（
頸
椎
、
脊
椎
、
腰
椎
、

骨
、
骨
盤
等

C

、
上
肢
の
諸
骨
胸
端
、
肩
押
骨
、

骨
、
腕
骨
、
掌
骨
、
指
骨

腕
の
運
動
と
骨
格
と
の
関
係

管
の
運
動
と
骨
格
と
の
関
係

d
、
下
肢
の
諸
骨

薦
骨
）
、
肋
骨
、
胸

骨
、
腟
骨
、
誹
骨
、
足
骨
（
附
骨
、
蹄
骨
、
趾
骨
、
種
子
骨
）

二
、
筋
肉

ろ
う
。

下
肢
の
骨
格
の
男
女
差
、
大
腿
骨
、
膝
蓋
骨
、
小
腿

上
管
骨
、

下
管
骨
、

尺
骨
、
撓 腋
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森
鵡
外
の

靱
帯

・
筋
概
論
（
種
類
と
作
用
）

a
、
頭

の

部

頭

蓋

頂
、
前
頭
筋
、
後
頭
筋
、
帽
状
腱
膜
、
徽
骨
筋
、
眼

瞼
輪
状
筋
、

上
眼
瞼
挙
筋
、

鼻
縮
圧
筋
、

鼻
廻
下
製
筋
、

環
ロ

筋
、
鼻
翅
上
挙
筋
、
固
有
上
唇
挙
筋
、
犬
歯
筋
、
小
額
骨
筋
、
大

顧
骨
筋
、
三
角
願
筋
、
方
形
願
筋
、
戯
筋
、
願
顧
筋
、
耳
上
筋
、

耳
前
筋
、
耳
後
筋

b
、
肱
幹
の
部
胸
鎖
乳
嘴
筋
、
大
胸
筋
、
小
胸
筋
、
鎖
骨
下
筋
、
前
大

鋸
筋
、
外
斜
腹
筋
、
直
腹
筋
、
三
稜
筋
、
内
斜
腹
筋
、
内
外
肋
問

筋
、
濶
背
筋
、

二
腹
頂
筋
、

頭
灰
板
筋
、

頂
灰
板
筋
、

肩
押
挙

筋
、
中
斜
角
筋
、
小
菱
形
筋
、
大
菱
形
筋
、
後
上
鋸
筋
、
後
下
鋸

筋
、
背
長
筋
、
背
棘
筋

C

、
肩
押
諸
筋
三
角
筋
、
棘
状
筋
、
棘
下
筋
、
小
円
筋
、
肩
押
下
筋

d
、
上
肢
諸
筋
二
頭
膊
筋
、
烏
喚
膊
筋
、
内
膊
筋
、
三
頭
膊
筋

馬
体
の
部
と
同
様
に
図
が
添
付
さ
れ
て
い
る
が
、
数
は
少
な
い
。

附
図

「
美
学
及
び
美
術
史
」

（
美
学
と
西
洋
美
術
史
）

森
鴎
外
は
前
述
の
よ
う
に
明
治
二
十
八
年
七
月
に
「
美
術
解
剖
」
嘱
託
教
師

を
い
っ
た
ん
解
か
れ
、
日
清
戦
争
で
軍
医
の
任
務
を
果
た
し
た
あ
と
、
翌
二
十

九
年
一
＿
一
月
六
日
に
至
っ
て
再
び
囁
託
と
し
て
起
用
さ
れ
、
岡
倉
の
「
美
学
及
び

美
術
史
」
講
義
を
引
き
継
い
だ
。
た
だ
し
、
鵡
外
は
岡
倉
と
異
な
り
、
美
学
と

西
洋
美
術
の
み
を
講
じ
た
（
「
美
術
解
剖
」
は
久
米
桂

一
郎
に
委
ね
ら
れ
た
）
。
鵡
外

は
以
後
同
一
―
―
十
二
年
六
月
十
四
日
、
小
倉
赴
任
の
直
前
ま
で
在
任
し
て
い
る
。

鴎
外
の
美
学
と
西
洋
美
術
史
講
義
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
本
保
義
太
郎

（
明
治
三
十
四
年
彫
刻
科
卒
）
の
筆
記
ノ
ー
ト
「
森
鵡
外
氏
講
義
、
美
学
、
巻
之
一

講
義

i
d
e
a
 (
実
想
・現
実
と
理
想
・観
念
、
材

観

o
b
jec
t
i
v
e
、
実
際

r
e
a
lity
と
理
想

美
学
用
語
の
解
説

官
能

s
e
n
s
e
s
、
主
観

s
u
b
ie
c
t
i
v
e
と
客

m
a
t
e
ri
a
l
と
芸
術
）
、
空
想
p
h
a
n
t
a
sia
、

類

g
e
n
e
r
a
t
i
o
n
と
個
物

i
n
d
i
v
i
d
u
a
l

（
類
想
主
義
の
弊
害
、
自
然
の
写
生
、

理
想
と
善
悪

・
美
不
美
）
、

抽
象
作
用

a
b
s
t
r
a
c
t
i
o
n
 (
具
象
c
o
n
c
r
e
t
e
と
抽
象

序
論

美
学
の
語
義
。

日
本
に
お
け
る

美
学
の
紹
介
。
美
学
沿
革
゜

本
論

D
、
美
の
現
象
の
異
称

覇
伴
芸
術

483 第3節

五
官

C、

美
の
脱
実

自
由
芸
術

B
、
美
の
現
象

変
（
客
観
）

A
、
美
の
能
変
（
主
観
）
、所

一
、
美
の
現
象

甲
、
美
の
現
象

上
、
美
の
詮
義

＼
巻
之
五
」
、
「
森
鴎
外
氏
講
義
、
西
洋
美
術
史
、
上
古
巻
、
中
古
巻
、
近
世
巻

之
一

、
近
世
巻
之
二
」
（
富
山
県
立
美
術
館
蔵
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
本
保
が
彫

刻
科
第
一
年
の
と
き
筆
記
し
た
も
の
、

つ
ま
り
、
明
治
一
二
十
年
九
月
か
ら
一
―
-
+

一
年
六
月
ま
で
の
間
の
講
義
を
筆
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

美
学
ノ

ー
ト
の
内
容
は
明
治
一
二
十
二
年
六
月
に
春
陽
堂
か
ら
発
行
さ
れ
た
森

鵡
外
、
大
村
西
崖
同
編
『
審
美
網
領
』

(E
d
u
a
r
d
v
o
n
 H
a
r
t
m
a
n
,
 Ph

i
l
o
s
o
p
h
i
e
 

d
e
s
 S
c
h
o
e
n
e
n
の
大
綱
を
編
述
し
た
も
の
）
と
全
体
的
に
符
合
す
る
。
順
序
も
は

じ
め
の
部
分
を
除
い
て
は
ほ
ぽ
同
一
で
あ
る
。
そ
の
内
容
項
目
を
次
に
掲
げ
る

が
、
参
考
の
た
め
、
下
段
に
『
i

番
美
網
領
』
の
内
容
目
次
を
附
記
す
る
。

明
治
一
―
―
十
年
度
森
鴎
外
美
学
講
義
内
容
項
目

『
審
美
網
領
』

学科 授業



美
の
抽
象
よ
り
具
象
に
及
ぶ
階
級
、
第

一
官
快
（
快

・
不
快
）
、第
二
算
数
（
景

具
象
階
級

r
e
a
c
t
i
o
n
)

抽
我

応
の
情

s
y
m
p
a
t
h
y

と

反

応

の

情

a
b
s
t
r
a
c
t
、
概
念
c
o
n
c
e
p
t
io
n
、
観
相

i
n
t
u
i
 t
u
s
、
吉
匡
覚
i
n
t
u
i
t
i
v
e
、
抽
象
作

用）
、
顕
象

p
h
e
n
o
m
e
n
o
n

(
顕
象
に

於
け
る
芸
術
品
と
自
然
物
と
の
差
異
、

仮
象
、

抽
実
、

理
想

・
実
想
と
真

・

善

・
美
、

自
由

芸

術

libe
r
a
l
i
t
y

と

覇
伴
芸
術

d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
、
抽
象
作
用

と
迷
il
l
u
s
i
o
n
)

官
能
と
芸
術
と
の
関
係

空
間
と
時
間
（
相
対
と
絶
対
、
空
間

・

観
想
と
時
間

・
節
奏

r
h
y
t
h
m
u
s
、
運

動
m
o
t
i
o
n
)
、
空
想

芸
術
に
於
け
る
情

f
e
e
li
n
g

情
と
内
容

c
o
n
t
e
n
t
、実
情
と
仮
情
（
予

想

a
nti
c
i
p
a
t
i
o
n
、

動
因
m
o
t
i
v
e
、

思
議
r
e
fl
e
x
i
o
n
)
、
仮
情
と
実
情
の
実

際
に
於
け
る
相
異
、
縮
摸
ま
た
は
錬
稲

c
o
n
c
e
n
t
r
a
t
i
o
n
、

紐
旧
の
二
大
別

（同

A
、
官
快

中
数

m
e
a
n
p
r
o
p
o
r
t
i
o
n
、
種
類
主
義

一
、
官
快

と
個
物
（
多
形

p
o
l
y
m
o
r
p
h
i
s
m
u
s
、

乙
、
美
の
階
級

能
す
る
こ
と

三
、
審
美
上
の
楽
受

A
、
審
美
上
の
実
な
る
楽
受

B
、
美
の
受
用
に
於
け
る
官

C、

仮
情
を
仮
象
中
に
投
入

の
関
係

B
、
実
情
と
仮
情
と
の
交
互

A
、
美
な
る
惑
情

二
、
美
の
感
侑

別
q
t
w
n
t
i
t
y
と
種
別

q
u
o
li
t
y
、量
別
に

於
け
る
代
数

a
l
g
e
b
r
a

と
廣
裏
e
x
t
e
,

nsity‘
形
f
o
r
m
の
重
複
m
u
l
t
i
p
h
i
c
i
t
y

と

単
純
u
n
i
ty、
形
の
正

e
qu

a
l
i
t
y

•

併
行
p
a
r
a
l
l
e
l
i
s
m
•

対
向
均
斉

s
y
m
,

m
e
t
r
y
•

比
例

p
r
o
p
o
r
t
i
o
n
a

l
it
y、

黄

金
戟

s
e
c
t
i
o
a
u
r
e
a
)
、
第
三
運
動
（
運

動
学

k
i
n
e
tic
s
(
(
静
学s
t
a
t
i
c
s

•

機

械
学
m
e
c
a
n
ics
))
、
固
形
体
・流
動
体
・

気
蒸
体
、
平
位

e
q
uili
bri
u
m
(
(
易
動

la
bile 
・
難
動
s
ta
b
il
e)))
、

第
四
機
関

o
r
g
a
n
 (
目
的

p
u
r
p
o
s
e
(
(
能
動
a
c
ti,

v
e
 •
所
動

p
a
s
s
i
ve
))、

機
関
（
（
構
成

c
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
 • 

~
田
m
f
u
n
c
t
i
o
n

)
)
、

様
式
s
t
y
l
e
、

粧
飾

o
r
n
a
m
e
n
t
)
、
第

五
生
活
（
移
置
運
動

l
o
c
o
m
o
t
i
o
n
、
神

経
と
中
枢
、
随
意

v
o
l
u
n
t
a
r
y
と
不
随

意

i
n
v
o
l
u
n
t
a
r
y
、

姿
勢

a
ttit
u
d
e
、

「
嬌
態
」

g
r
a
c
e
o
r
 e
le
g
a
n
c
e
、
自
然

の
節
カ

・
故
意
の
節
力
、
運
動
美
と
社

会
開
化
の
関
係
、
体
質

c
o
n
s
ti t
u
 tio
n
 

と
体
格

c
o
n
s
t
r
u
ct
i
o
n
)
、
第
六
種
類

C、

静
形
及
動
形
の
官
快

B
、
正
、
同
及
対

C
、
比
衡
及
線
、
面
、
体

D
、
数
宜
の
解
釈

三
、
動
宜

A
、
運
動
及
力

B
、
固
物
、
流
物
、
氣
物
の

動
宜

C
、
動
宜
の
解
釈

四
、
所
動
合
志
美

A
、
所
動
合
志

B
、
様
式
、
装
飾

C
、
所
動
合
志
美
の
解
釈

D
、
聴
惑
に
属
す
る
所
動
合

志
物

五
、
能
動
合
志
美
（
生
機
関
）

A
、
能
動
合
志
美

B
、
節
力

C
、
能
動
合
志
美
と
下
級
諸

美
と
の
関
係

D
、
能
動
合
志
美
の
理
想
及

位
別
、
黙
京

a
lg
e
b
r
a
、

衷
術

g
e
o
m
e
t
r
y

第 5章

A
、
数
宜

H、

美
の
現
象
の
種
別

二
、
数
宜

G
、
脱
我

授業内容

F
、
真
善
美
の
差
別

る
こ
と

E
、
美
の
理
想

B
、
官
快
は
無
意
識
形
美
な
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醜
の
折

の
弊
、
芸
術
は
自
然
界
に
於
け
る
個
物

の
最
も
障
碍
な
く
完
正
に
近
き
を
撰
択

す
べ
き
こ
と
、
定
型
、
自
然
主
義

n
a
,

t
u
r
a
l
i
s
m
u
s、
中
大
坦
g

主
義

r
e
a
l
i
s
m
u
s、

個
物
と
実
相
、
自

然

に

現

わ

れ

る

理

想
、
美
術
上
の
個
物
）

美

の
反
対

第
一
不
足
美
、
第
二
閑
美
、
第
三
醜
、
性

格

c
h
a
r
a
c
t
e
r
、
醜
に
於
け
る
階
級
（
第

一
官
快
、
第
二
算
数
、
第
三
運
動
、
第

四
機
関
、
第
五
生
活
（
（
服
合
a
c
c
o
m
o
,

d
a
t
i
o
n
、

健
康
h
e
a
lt
h
))
、

第
六
種
類

（（
非
類

a
b
n
o
r
m
i
t
y
、
踪
損

d
e
fe
c
t、

過
冗

e
x
c
e
ssivi
t
y
))
、
第
七
個
物
（
（
形

式
上
の
醜
と
精
神
上
の
醜
、
智

・
情

・

意
に
於
け
る
醜
、

醜
と
悪
）
）
、

伏
（
（
悲
壮、

祟
高
、
滑
稽
）
）
）

体
格

B、

類
の
多
形

C
、
中
位

m
e
a
n
p
r
o
p
o
r
,
 

tion
及
合
想

ideal

七
、
個
物
美

A、

個
物
美

典
型
、
自
然
主
義

B、

類
及
個
物
の
理
想

C、

個
物
の
詮
義

D、

性
格
及
相
貌

E
、
不
二
及
典
型

F、

個
物
美
の
解
釈

丙
、
美
の
反
面

一
、
醜

A、

関
美
、
醜
、
不
足
美

B、

醜
の
連
合

C
、
美
の
醜
を
容
る
る
こ
と

二
、
醜
の
階
級

A、

官
不
快

B、

数
不
宜

C、

動
不
宜

D
、
所
動
不
合
志

E、

能
動
不
合
志

不
服
合
、
不
健
康

F、

類
醜

a
b
n
o
r
m
i
t
y

A、

類
美

（
崇
高
と
優
美
、
分
童
の
広
衷
と
作
用

の
強
弱
、
比
較
的
と
絶
対
的
、
具
象
階

級
上
よ
り
見
た
る
崇
高

・
優
美
、
威
義

d
i
g
n
i
t
y
)
、
葛
藤
を
有
す
る
の
美
（
社

会
現
象
と
葛
藤
、
間
逸
idyllic
、
外
観

的
葛
藤
、

残

忍

h
o
r
r
i
b
l
e
、

詭

謀

intri
g
u
e
、
動
人
a
f
f
e
c
t
i
n
g
、

多
恨

s
e
n
t
i
m
e
n
t
a
l、

作
気

p
a
t
h
e
ti
c
、

悲
哀

s
o
r
r
y
、
余
哀

e
le
g
ia
c
)
、
滑
稽

c
o
m
i
c
 
(
滑
稽
と
背
理

・
可
笑

la
u
g
,

h
a
b
le
 ・
急
拠
性
・聞
気

d
e
li
g
h
t
f
u
l
!
、

其
一
無
意
識
滑
稽
（
（
聯
想

・
性
格

・
境

遇
、
調
謳
w
i
t
、
「
戯
讃
」

i
r
o
n
y
、
「
張

失
」

c
a
r
i
c
a
t
u
r
e
、
「
換
型
」

tra
v
e
s
t
y
、

「
換
意
」

p
a
r
o
d
y
、
風
刺

s
a
tir
e
、
悪
作

劇

j
o
k
e))
其
二
有
意
識
滑
稽
（
（
ゼ
ソ
ト

ル
マ
ソ

的
と
シ
ニ
ス
マ
ス

c
y
n
i
s
m
u
s

的、

悲
壮

t
r
a
g
ical
、
悲
壮
と
欲
w
i
l
l
、

超
我

t
r
a
n
s
c
e
n
d
e
n
t
的
と
含
蓄

i
m
,

m
a
n
e
n
t
的
））
、

有
情
滑
稽

h
u
m
o
r
e

（（動
人

・
滑
稽

．
悲
壮
の
関
係
、
悲
壮

と
情
、
滑
稽
と
智）））

ハ
、
類
美

葛
藤

c
o
n
f
l
i
c
t
と
無
葛
藤
、

無
葛
藤

仮
情

美
の
変
化

m
o
d
i
f
i
c
a
t
i
o
n

G、

個
物
醜

H、

個
物
想
醜
の
折
伏

A
、
強
者
及
弱
者
の
美

姑
別
、
崇
高
、
優
美

B
、
崇
裔
及
俊
美
の
階
級

低
級
、
類
、
個
物
、
威
級

二
、
美
の
無
葛
藤
の
変
化

A、

葛
藤
の
世
間
解

低
級
の
葛
藤
、
間
逸
、
外

観
、
権
謀
、
長
間
気
、
惑

動
、
多
情
多
恨
、
作
気
、

余
哀

B
、
葛
藤
の
論
理
上
の
自
滅

滑
稽
、
憐
慾
の
排
斥
、
借

智
、
滑
稽
の
三
期
、
滑
稽

の
配
合
、
滑
稽
の
施
細
付

有
情
滑
稽
、
世
界
観
と
し

て
の
滑
稽
、
滑
稽
の
世
問

解
及
出
世
間
解
、
滑
租
の

分
類
、
調
譴
等
（
調
謳
、

陽
賛

i
r
o
n
y
、
倣
大

ca,

ricature
、
換
形
、
換
意
、

諷
刺、

悪
作
劇
）
、
取
笑

c
y
n
i
s
m
u
s
、
自

由

芸

術

丁
、
美
の
変
化

一
、
美
の
無
葛
藤
の
変
化
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識
哲
学
）

A
、
芸
術
と
信
仰
と

識
の
外
に
在
る
こ
と
、

カ、

製

作

の

原

動

一
元
論
と
多
元
論
、
神
論
、
無
意

四
、
美
と
信
と

覇
伴
芸
術
、

表
、

（人
）
自
由
芸
術
、
分
類

（
定
音
不
成

D
、
表
現

E
、
定
案

と）
、美
と
菩
と
の
関
係
（
天
欲
、
二
つ

の
自
然
、
裸
体
モ
デ
ル
、

裸

体

と

風

矯
）
、
宗
教
と
美
術
と
の
関
係
（
古

代

に
於
け
る
相
扶
麗
、
今
日
に
於
け
る
独

立
、
分
離
の
正
当
で
あ
る
理
由
）
、義
と

意
識
と
の
関
係
（
美
術
品
の
妙
所
は
意

製
作
と
審
美
学

三
、
美
と
菩
と

A
、
美
と
善
と

天
欲
、
第
二
自
然

B
、
崇
高
及
優
美
の
善
美

C
、
葛
藤
の
善
美

D
、
善
美
の
隔
歴

（
天
）
不
全
芸
術

in
c
o
m
p
l
e
te
、
（
地
）

C
、
審
美

美
の
世
間
に
於
け
る
地
位

美
と
実
生
活
と
の
関
係
（
需
用
と
美
、

美
の
独
立
、
日
本
社
会
に
於
け
る
美
術

の
地
位
、
美
術
の
保
護
）
、
美
と
真
と

の
関
係
（
実
と
真
、
美
と
真
、
審
美
学

は
な
ぜ
必
要
か
。
審
美
学
は
実
際
上
の

利
益
な
る
も
の
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ

諸
種

D
、
葛
藤
の
複
解

有
情
滑
稽
、
有
情
滑
稽
の

悲
壮
と
感
動
と

滑
稽

C、

葛
藤
の
出
世
間
解

葛
藤
不
解
、
滅
亡
と
其
因

と
、
出
世
問
解
、
悲
壮
の

評
価
、
悲
壮
と
善
悪
と
、

戊
、
美
の
世
間
位

一
、
美
と
実
と

A
、
贅
沢
と
し
て
の
美

B
、
美
の
外
護

二
、
美
と
真
と

A
、
実
真
と
想
真

B
、
自
然
美
と
芸
術
美
と

美
の
区
別、

自
然
美
（
天
美
）

・
歴
史

美
（
史
美）

・
芸
術
美
（
術
美
）
、第
一

天
美
（
天
美
と
術
美
）
、第
二
史
美
（
天

美
と
史
美
、
精
神
史

・
形
体
史

・
開
明

史

・
開
化
史

・
文
明
史
に
つ
い
て
）
、第

三
術
美
（
様
式
と
意
匠
）

製
作
の
順
序

初

歩
（
摸
倣

i
m
i
t
a
t
i
o
n
と

想

化

id
e
a
liz
a
t
i
o
n
、
綜
合
c
o
m
b
i
n
a
t
i
o
n
)
、

独
立
後
（
製
作
の
輿

s
t
i
m
m
u
n
g
、

胚
胎

c
o
n
c
e
p
t
i
o
n
、

内
作
品
の
添
削

(（布局））
、

表
顕

o
b
jec
tiv
a
t
i
o
n
、

定
按

fix
a
t
i
o
n
、

分
品

m
u
l
t
i
f
i
c
a,

）
 

t
1
0
n
 

製
作
に
必
要
な
る
種
々
の
精
神
作
用

第
一
感
納
p
e
r
c
e
p
t
i
o
n
、
第
二
記
憶
、

第
三
観
察
、

第
四
趣
味
、

第
五
空
想

（
想
像

i
m
a
g
in
a
ti
o
n
と
自
憑

a
u
t
o
,

s
u
g
g
e
s
t
i
o
n
)、

神
り
立
＾

inspir
at
io
n

芸
術
の
分
類

空
間
的
と
時
間
的

二
、
製
作

A
、
興
会

B
、
胚
胎

C
、
練
意

D
、
自
然
美
の
分
類

関
係

C、

自
然
美
と
芸
術
美
と
の

二
、
歴
史
美

A
、
歴
史
美
と
自
然
美
と

B
、
歴
史
美
と
芸
術
美
と

C
、
開
明
史
美

乙
、
芸
術
美
の
成
立

一
、
製
作
の
前
級

A
、
摸
倣

B
、
理
想
化

C
、
綜
合

B
、
自
然
美

一
、
自
然
美

A
、
美
の
処
別

第 5章

甲
、
自
然
美
及
歴
史
美

下
、
美
の
処 実

の
相
関

授業内容

美

の
存
在

B
、
芸
術
品
と
信
仰
品
と

C
、
真
、
信
、
善
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ロ
、
再
現
的
）
）
、
定
音
高
成
言
語
）
、
両

間
的
、
覇
伴
芸
術
（
官
能
的

・
空
間
的

（
（
建
築
、
園
芸
、
化
粧））
、
両
間
的
無
節

奏
（
（
軽
技
、
体
操））
、

両
間
的
有
節
奏

（（舞踏））
、
空
想
的
（
（
演
説
）
）
）
、自
由
芸
術

（
単
自
由
芸
術
（
（
官
能

・
空
問
に
属
す

る
も
の
（
イ
）
彫
塑

p
l
a
s
t
i
c
s
、
彫
塑

と
彫
刻

s
c
u
lp
t
u
r
e
、
全
体
物
s
t
a
t
u
e

と
浮
彫
r
e
lief
、
彫
塑
に
於
け
る
色
彩
、

（
口
）
絵
画
、
素
描
と
彩
画
、
彩
画
の

種
類
、
官
能

・
時
間
に
属
す
る
も
の

（
イ
）
器
楽
、
（
口
）
表
情
言
語
、
（
ハ
）

表
情
唱
歌
、
官
能

・
運
動
に
属
す
る
も

の
、
黙
劇
、
踊
り
、
劇
、
オ

ペ
ラ
、
空

想
に
属
す
る
も
の
、
叙
事
詩
、
抒
情

詩
、
戯
曲
、
小
説））
、
複
自
由
芸
術
（
（
黙

劇
の
完
全
な
る
興
行
、
劇
の
一
種
、
バ

レ
ー
、
劇
の
完
全
な
る
興
行
、
オ

ペ
ラ

の
完
全
な
る
輿
行
）
）
）

語
、
不
定
音
成
言
語
（
（
イ
、
製
作
品
、

空
間
静
視
象
の
芸
術
即
ち

造
形
術
（
彫
塑
、
純
視
象

487 

、
自
由
芸
術

A
、
官
能
に
係
る
も
の

第3節

な
す
も
の

-＝-
、
機
根

A
、
官
能

B
、
記
憶

C
、
観
察

D
、
趣
味

E
、
空
想

F
、
神
来

丙
、
芸
術
の
分
類

一
、
低
級
芸
術

A
、
空
間
に
係
る
も
の

B
、
時
間
に
係
る
も
の

C
、
空
時
両
問
に
係
る
も
の

二
、
覇
伴
芸
術

A
、
官
能
に
係
る
も
の

空
間
に
係
る
も
の
、
時
間

に
係
る
も
の
、
空
時
両
間

に
係
る
も
の

B
、
空
想
に
係
る
も
の

智
に
懃
ふ
も
の
、
梢
に
懃

ふ
も
の
、
社
交
上
の
用
を

C
、
合
四
芸
術

空
想
と

B
、
合
三
芸
術

空
想
と

F
、
分
身

の
造
形
術
即
ち
絵
画
）
、

純
時
間
の
芸
術
即
ち
音
楽

（
器
楽
、
表
情
言
語
、
表

梢
唱
歌
）
、表
情
芸
術
（
科

介
、
全
表
情
芸
術
）

B
、
空
想
に
係
る
も
の

吟
体
詩
（
抒
情
詩
、
叙
事

詩
、
戯
曲
）
、
読
体
詩

四
、
複
芸
術

A
、
合
二
芸
術

官
能
と
官
能
と
、
官
能
と

官
能
と
官
能
と
、
官
能
と

本
保
の
ノ
ー
ト
に
よ
る
と
、
鴎
外
は
ハ
ル
ト
マ
ソ
美
学
の
大
要
を
講
ず
る
に

あ
た
り
、
生
徒
に
わ
か
り
易
い
よ
う
に
絵
画
、
彫
刻
等
は
も
ち
ろ
ん
、
茶
の

湯
、
数
寄
屋
好
み
や
利
休
好
み
、
団
十
郎
や
権
十
郎
、
近
松
文
学
や
東
海
道
中

膝
栗
毛
、
ゾ
ラ
や
小
杉
天
外
、
泉
鏡
花
あ
る
い

は
自
分
の
小
説
等
々
を
例
に
と

り
、
時
に
は
医
学
（
解
剖
学）

的
知
見
な
ど
も
加
え
て
、
丁
寧
に
説
い
て
い
る
。

ま
た
、
折
り
に
ふ
れ
て
自
ら
の
美
術
、
文
学
上
の
意
見
、
あ
る
い
は
時
に
は
為

政
者
に
対
す
る
批
判
的
意
見
な
ど
も
吐
露
し
て
い
る
。
『
審
美
網
領
』
と
異
な

り
、
講
義
の
方
は
わ
か
り
易
く
、
し
か
も
鵡
外
自
身
の
考
え
方
も
知
る
こ
と
が

で
き
、
生
徒
に
も
評
判
が
良
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

学科授業



第
三
期

彫
刻
と
抒
情
、
大
理
石
の
多
用
、
微
細
巧
緻
の
趣
味
、

第
二
期

次
に
西
洋
美
術
史
ノ

ー
ト
の
内
容
項
目
を
掲
げ
る
。

明
治
三
十
年
度
森
鵡
外
西
洋
美
術
史
講
義
内
容
項
目

ギ

リ

ッ

ャ

ェ

9
9
ト

希
藤
時
代
以
前
（
歴
史
前
時
代
、
埃
及
の
美
術
）

古
代

希
腿
時
代

時
代
と
人
種
、
気
候
、
風
習
、
宗
教
的
題
材
、
希
服
諸
誹
（
ゼ
ウ
ス
、
ヘ
ラ
、

ヘ
ラ
ク
レ
ス
、
ア
ボ
ロ

、
バ
ァ
ッ
コ
ス
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
、
パ
ラ
ス

・
ア
テ
ネ
、

ヘ

ル
メ
ス
）
、
衣
服
（
キ
ト
ン
と
ヒ
マ
チ
オ
ン
）
、
美
貌
の
崇
敬
、
彫
刻
の
材
質
と

そ
の
変
遷

(C
h
r
y
s
e
l
e
p
h
a
n
t
i
n
e
,
Skrolite
,
 P

o
r
y
c
h
r
o
m
y
)
、
彫
刻
と
建
築

と
の
関
係
、
S
t
a
t
u
e

と

R
e
l
i
e
f
、
彩
色
と
純
（
単
）
色

第
一
期

彫
刻
の
特
色
、

ケ

フ

ィ

ソ

ド

ア
ゲ
ラ
ダ
ス
と
弟
子
フ
ィ
デ
ィ
ア
ス

・
マ
イ
ロ
ソ

・
ボ

リ
ク
レ
ト
〔
ゥ
ス
〕

美
術
隆
盛
、

ペ
リ
ク

レ
ス
時
代
、
フ
ィ
デ
ィ
ア
ス
と
ゼ
ウ
ス
像
、
ア
ル

カ
メ
ネ
ス
と
ジ
ュ
ノ

ー
・

ル
ド
ヴ
ィ
シ

、

メ
ロ
ス

・
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
、

ポ
リ
ク
レ
ト
〔
ゥ
ス
〕
と
カ
ノ
ソ

、

〔
ト
ス
〕
と
イ
レ
ー
ネ
像
、

ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

ス
コ
。
ハ
ス
と
ニ
オ
ベ
像
、
プ
ラ
ク
シ
テ
レ

ス
（
ア
ッ
テ
ィ
カ
派
）
と
サ
テ
ィ
ル
像
お
よ
び
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ

・
ク
ニ
ド

上

古

ダ

イ
ダ
ロ
ス
の
伝
説
、
時
代
区
分

希
腺
彫
刻
の
沿
革

N
y
m
p
h
a
、

式）

サ
ル
コ
フ
ァ
ー
ジ
の
浮
彫
、
ポ
ン
ペ
イ
市
の
埋
没

コ
ス
と
バ
ッ
カ
ナ
リ

ア
、
サ
テ
ィ
ル
像
、
サ
イ
レ
ー
ソ
像
、

第
四
期

希
服
特
風
の
一
変
、
人
情
の
抽
出
、

ロ
ー
ド
ス
島
の

C
h
a
r
e
s
、

ス
、
ヘ
リ
オ
ス
の
大
像
、
ラ
オ
コ
ー
ソ

（
作
者
、
伝
説
、
解
剖
学
上
の
評

価
、
題
材
の
不
適
）
、

フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
牛
、

ア
ポ
ロ

・
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー

レ
、
ペ
ル
ガ
モ
ソ
派
の
ガ
リ
ア
軍
人
像

彫
刻
以
外
の
沿
革

貨
幣
、
宝

石

彫

刻

、
絵
画
（
画
題
の
変
遷
、
壁
画
の
四
技
法
、

F
r
e
s
c
o
・

T
e
m
p
e
r
a
 
• 

E
n
c
a
u
s
t
i
c
s
 • 

M
o
s
a
ics
、
画
家
ゼ
ウ
ク
シ
ス

・
バ
ラ
シ
オ
ス
、

ア
ペ
レ
ス
の
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
と
歴
山
大
帝
肖
像
、
P
h
y
p
a
ro
g
ra
p
h
y
、
n
a
t
u
r
e

m
o
r
t
e
、
陶
器
画
）
、
建
築

(D
o
r
o
s
式
、
I
o
n
式
、
A
t
t
i
k
e
式
、
K
o
r
i
n
t
h
o
s

エ
ト
ル
リ
ア
時
代

地
域
、
人
民
、
作
品
（
灰
盆
、
ア
ラ
バ
ス
タ
ー
、
墳
筵
）

羅
馬
時
代

時
代
概
説
、
羅
馬
彫
刻
の
特
色

彫
刻旧

套
と
新
題
目

(A
n
t
i
n
o
u
s
)
、
肖
像
彫
刻
の
起
源
（
パ
ト
リ
ゾ
チ
と
プ
リ
ベ

ー
ジ
、
J
u
s
i
m
a
g
i
n
u
m
)
、
文
装
像
ト
ガ
テ
ー
と
武
装
像
ト
ラ
カ
テ
ー
、
文

装
像

・
武
装
像
の
衣
服
と
蒲
法
、
ア
キ
レ
ス
像
、

フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
ヘ
ラ

ク
レ
ス
像
、

メ
デ
ィ
チ
の
ヴ
ィ
ナ
ス
、
カ
リ
ア
テ
ィ
ー
ド
、
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ

の
力
士
像
、
ダ
イ
ア
ナ
像
、

ニ
ィ
ル
像
、
羅
馬
の
三
時
代
、
浮
彫
、
バ
ッ

ス

F
a
m
n
u
s
、

コ
ロ
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中
古
史

中
古
史
区
劃
、

歴
史
上
の
概
見
（
日
耳
曼
人
の
侵
入
、
カ
ー
ル
大
帝
の
統
一

、
フ

ラ
ン
ケ
ン
国
の
分
立
）
、
羅
曼
様
式
の
風
趣
、

オ
ッ
ト

1
時
代

羅
曼
時
代
（
八
四
三
＼
一
―

10
0
)

七
宝

E
m
a
i
一
の
発
達
、

ニ
コ
ロ

・
ビ
サ

ー
ノ

の

彫

刻

、

絵

画

(R
o
s
,

w
ith
a
、

絵
巻
物
、

画
風
と
着
色
法
、

画
題
お
よ
び
壁
画
の
描
法
、

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ニ
・
チ
マ
プ
ニ
）
、
建
築
（
バ
シ
リ
カ
式
の
構
造
、
羅
曼
バ
シ
リ
カ
式
）

ゴ
チ
ッ
ク
時
代
（
ご

一0
0＼
ニ
―
-
七
七
）

建
築
（
バ
シ
リ
カ
、
内
舟
、
外
舟
）

ビ
ザ
ソ
チ
ュ
ー
ム
時
代

基
督
教
初
代
の
美
術

基
督
教
（
基
督
、

P
a
u
l
u
s
、
ネ
ロ
帝
、

P
e
trus
)
、
最
古
の
基
督
像
、
S
e
v
e
r
u
s

帝
、

基
督
教
美
術
の
勃
興
（
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ヌ
ス
帝
、
カ
タ
コ
ン
ベ

、
甚
督
を

象
徴
す
る
文
字

・
諸
形
紋
様
、
石
棺
、
D
i
p
t
i
c
o
n
、
犠
壺
）
、
東
羅
馬
盛
時
の
宝

石
金
銀
細
工

ビ
ザ
ソ
チ
ュ
ー
ム
時
代
（
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
時
代
）

時
代
概
説
、
N
i
e
llo
、
F
i
l
i
g
r
a
n
、

カ
ー
ル
大
帝
、

基

督

教

の

絵

画

（
発
達
原
因
、
カ
タ
コ
そ
へ
の
壁
画
、

一
定
せ
る
基
督
像
、

マ
ド
ソ
ナ
と
バ
ン
ビ

ー
ノ
、
モ
ザ
イ
ク
ス
の
大
流
行
、
絵
画
の
特
色
、

p
o
sit
a
 c
a
pital
)
 

タ
ナ
グ
ラ
の
人
形
、
瓶
類
等
、
燭
台
、
装
飾
品
、
絵
画

v
ius
、
絵
具
の
種
類
、
画
題
、
ボ
ン
ペ
イ
出
土
品
）
、
建
築
（
迫
持
、
空
窟
、
C
o
m
,

彫
刻
以
外

中
央
欧
羅
巴
へ
の
伝
播
、

ヵ

ー
ル
大
帝
、
フ
ァ
ー
ル
ゼ
ン
宮
殿
、
回
々
教
の
冷
評
と
そ
の
影
響
、
絵
巻
物
）
、

(L
a
i
a
と

P
a
c
u
,

十
字
軍
と
そ
の
影
響
、

フ
ラ
ソ
ケ
ソ
人
、
武
士
気
質

(K
n
i
g
ht
,
T
u
r
n
i
e
r,
 

P
o
i
n
t
 
d
'h
a
n
n
e
u
r
)
、
碑i
細
k

（
ゴ
、
ソ
ソ
ク
式
建
築
の
始
源
、
職
人
組
合
、
ゴ
シ
ッ

ク
の
語
源
、
剣
形
迫
持
）
、

絵
画
（
壁
画
の
衰
微
と
原
因
、
画
題
、
人
身
の
割
合

い
、
硝
子
画
、
テ
ン
ペ
ラ
画
の
板
画
、
M
i
n
e
l
i
e
d
の
巻
物
、
伊
太
利
に
於
け
る
壁

画
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
派
の
ジ
ョ
ッ
ト
ー
、
オ
ル
カ
ニ
ア
、
シ
エ
ナ
派
の
シ
モ
ー
ネ

・

デ
ィ

・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
、
フ
ラ

・
ア
ソ
ジ
ェ
リ
コ
）
、
彫
刻

(T
u
r
n
a
i
地
方
の
彫

刻
、

伊
太
利
の
ジ
ョ
ッ
ト
ー
お
よ
び
オ
ル
カ
ー
ニ
ャ

、

ピ
サ
ー
ノ
）
、
建
築
（
剣

形
迫
持
の
構
造
、
Pil
as
ter、
P
a
ss
と

S
c
h
n
e
u
s
s
、
C
o
n
s
o
l

と

B
a
ldachin
、

K
r
a
b
b
e
)
 

近
世
史

時
代
区
分
、
R
e
n
a
i
s
s
a
n
c
e

の
語
義

R
e
n
a
i
s
s
a
n
c
e
時
代

歴
史
上
の
概
見
（
貿
易
、
交
通
、
宗
教
改
革
の
動
き
、
フ
ス
と
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ

ー

ラ
、
独
逸
国
の
基
礎
、
メ
デ
ィ
チ
家
と
美
術
家
た
ち
、

ロ
レ
ン
ツ
ォ
と
パ
ッ
ツ
ィ

の
葛
藤
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
説
教
、
ナ
ボ
リ
の
内
乱
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
と
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
と
法
王
の
対
決
、
フ
ラ

・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
、

レ
オ
五
世
、
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
、
ヴ
ェ
ニ
ス
、
ミ
ラ
ノ
の
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
家
、
活

字
版
の
発
明
、
土
耳
古
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
占
領
、
伊
太
利
に
於
け
る
考

古
学
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
、
マ
ル
チ
ン

・
ル
タ
ー
の
事
跡
、
新
教
成
立
、
ツ
ウ
ィ
ン
グ

リ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ン
、
モ
リ
ッ
ツ

・
フ
ォ
ン

・
ザ
ク
セ
ン
、
ロ
ヨ
ラ
と
コ
ン
パ
ニ
イ

ズ
の
成
立
、
英
国
の
折
衷
的
宗
教
、
宗
教
の
動
向
と
美
術
の
関
係
）

十
五
世
紀
の
彫
刻

ド
ナ
テ
ル
ロ

、
ギ
ベ
ル
テ
ィ

、

ル
カ

・
デ
ラ

・
ロ

ビ
ア
、

ベ
ネ
デ
ッ
ト

・
ダ

・
マ
イ
ア
ー
ノ
、

ア
ソ
ト
ニ
オ

・
ロ
ッ
ソ
リ

ー

ニ
、
ヴ
ェ
ロ
ッ
キ

ォ
、

レ
オ
ナ
ル
ド

・
ダ

・
ヴ
ィ
ソ
チ
、

ア
ソ
ド
レ
ア

・
カ
ト
ゥ
ッ
チ
、
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品）
、

ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
、
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
伝
、
ベ
ソ
ヴ
ェ
ヌ
ー
ト

・
チ
ェ

リ
ー
ニ
、
バ
ッ
キ
オ

・
バ
ソ
デ
ィ
ネ
リ

十
五
世
紀
の
絵
画

フ
ィ
レ
ソ
ツ
ェ
に
於
け
る
源
流
、

一

般

の

画

風

（

写

生
、
モ
デ
ル
の
使

用
、

マ
サ
ッ
チ
オ
、
フ
ァ
ン

・
ア
イ
ク
、

マ
ソ
リ
ー
ノ

・
ダ

・
バ
ニ
カ
ル
、

ヴ

〕`

ァ
サ
ー
リ
の
美
術
史
と
そ
の
誤
膠
）
、
写
生
派
開
祖
マ
サ
ッ
チ
オ
、

ア
ソ
ド

レ
ア

・
デ
ル

・
カ
ス
タ
ー
ニ
ョ

、

フ
ラ

・
フ
ィ
リ
ッ
ボ

・
リ
ッ

。ヒ
、

サ

ソ
ド
ロ

・
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
、
ベ
ノ
ッ
ツ
ォ

・
ゴ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
、

・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
ー
ヨ

、

ヴ
ェ
ロ
ッ
キ
オ
、

リ

・
フ
ラ
ソ
セ
ス
キ
、

テ
ー
ニ

ャ
、

ア
ソ
ト
ニ
オ

・
パ
ラ
ジ
オ
ロ

、

ニ

・
サ
ソ
チ

・
フ
ラ
ン
セ
ス
カ

・
ラ
イ
ボ
リ

ー
ニ

コ
レ
ッ
ジ
オ
、

コ
ッ

ロ
レ
ン
ツ
ォ

・
デ
ィ

・
ク
レ
デ
ィ

、
ピ
エ
ロ

・
デ
グ

ィ
Jレ

ア
ソ
ド
レ
ア

・

ル
カ

・
シ
ニ
ョ
レ
リ
、
上
伊
太
利
。ハ
ド
ヴ
ァ
の

部
、

フ
ラ
ン
セ
ス
コ

・
ス
ク
ヮ
ル
ツ
ィ
オ
ー
ネ
、

ア
ソ
ド
レ
ア

・
マ
ン

メ
ロ
ッ
ツ
ォ

・
ダ

・
フ
ォ
ー
リ
、

フ
ラ
ソ
セ
ス
コ

、

サ
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
絵
画
、
バ
ル
ト
ロ
メ
オ

・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
リ
ー
ニ

、

ア
ソ
ト
ネ
ロ

・
ダ

・
メ
ッ
シ
ー
ナ
、

ウ
ソ
プ
リ
ア
の
絵
画
、
ニ

コ
ロ

・

リ
ベ
ラ
ト
ー
レ

・
マ
リ
ア
ニ

、
ビ
エ
ト
ロ

・
ヴ
ァ
ソ
ヌ
ッ
ツ
ィ

・
デ
ラ

・
ビ
ニ
ー
ヴ
、

ベ
ル
ナ
ル
デ
ー
ノ

・
デ
イ

・
ベ
ッ
ト

ー、

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

十
六
世
紀
の
絵
画

考
古
学
の
研
究
と
写
生
の
修
捉
、

レ
オ
ナ
ル
ド

・
ダ

・
ヴ
ィ
ン
チ
（
略

伝
、
作
品
、
画
論
、

Sfumato
の
画
法
、
門
人
等
）
、

ミ

ケ

ラ

ソ

ジ

ェ

ロ

（
レ
オ
ナ
ル
ド
と
の
比
較
、
性
格
、
略
伝
、
作
品
、
作
風
、
門
人
等
）
、

ラ
フ
ァ

ェ
ル
（
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
と
の
比
較
、
絵
画
史
上
の
位
置
、
略

伝

お

よ

び

作

フ
ラ
ソ
セ
ス
コ

・
マ
ツ
ー

ラ

、

ジ

ョ

ル

ジ

オ

ー

ァ
ン

・
ダ
イ
ク

ス
ケ
ス
、

ム
リ
ロ

和
蘭
派

《和
蘭
》
の
フ
ラ
ン
ツ

・
ハ
ル
ス

仏
蘭
派

《白
耳
義
》
の
ル
ー
ベ
ン
ス
と
ア
ン
ト
ニ
ス

・
フ

者
ロ
レ
ン
ツ
ォ

・
ベ
ル
ニ
ー
ニ
）
、

建
築
と
彫
刻
の
一
致
、
絵
画
（
伊
太
利

フ
ラ
ソ
ソ
ワ

・
ク
ル
ー
エ

十
六
世
紀
仏
蘭
西
絵
画

ュ
ー
ス

・
ベ
ー
ハ
ム

、

ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ッ
ハ

ハ
ソ
ス

・
ホ
ル
バ
イ
ソ

、
バ
ル
ト
ロ

ハ
ソ
ス

・
プ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
、

ネ
、

テ

ィ
ツ
ィ
ア

ー
ノ
、

ベ
ネ
ツ
ィ
ア
の
二
流
作
家
、

ゼ
、

テ
ィ
ソ
ト
レ
ッ
ト

フ
ラ
ソ
デ
レ
ソ
〔
フ
ラ
マ
ン
派
〕

隆
盛
の
原
因

窓
懸
、
壁
懸

十
五
、

六
世
紀
独
逸
絵
画

マ
ル
チ
ソ

・
シ
ョ
ー
ソ
ガ
ウ
ェ
ル

、

ル
ブ
レ
ヒ
ト

・
デ
ュ
ー
レ
ル

、

の
折
衷
派
、

（
商
業
、
プ
ル
ゲ
ン
ト
家
）
、

ヴ
ェ

ア

フ
ァ
ソ

・
ア

イ

ク

と

油

絵

発

明
、

ヤ
ソ

・
ゴ
ッ
サ
ー
ル
ト

・
マ
ビ
ュ
ー
ス

、
ボ
ジ
ェ
ル

・
フ
ァ
ソ

・

デ
ル

・
ワ
イ
デ
ソ

、

ハ
ソ
ス

・
メ
ム
リ
ソ
ク

、

ク
ウ
ィ
ソ
テ
ン

・
メ
ッ

シ
ス

、

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ン

・
フ
ァ
ン

・
オ
ー

レ
イ
、

ル
ー
カ
ス

・
フ
ァ

ソ

・
レ
イ
デ
ソ

、

ヒ
エ
ロ
ニ
マ
ス

・
ボ
ー
セ
ソ

(B
o
s
c
h
)
、
硝
子
絵
と

十
七
、
八
世
紀
美

術

概
見
（
仏
、
独
、
瑞
典
、
伊
の
国
状
）
、

Illumination、
ヴ

ォ

ル

テ

ー

ル
、

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

・
デ
ソ

・
グ
ロ
ッ
セ

、

カ
タ
リ
ナ
女
帝
、

カ
ン

ト
、

仏
蘭
西
革
命
、

ル
ソ
ー
、

ナ
ポ
レ
オ
ン

建
築
(
+
七
世
紀
バ
ロ
ッ
ク
式
と
十
八
世
紀
ロ
コ
コ
式
、
バ
ロ
ッ
ク
式
の
代
表

ロ
ド
ヴ
ィ
コ

・
カ
ラ
ッ
チ
、
グ
イ
ド

・
レ
ニ
、

西
班
牙
の
ヴ
ェ
ラ

レ
ン
プ
ラ
ン

ロ

ネ

ー
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モ
ー
ラ
ソ
、

ト
ー
マ
ス

・
ゲ
イ
ソ
ズ

ト
、
英
吉
利
の
レ
イ
ノ
ル
ズ
お
よ
び
ア
カ
デ
ミ
ー
派
、

ボ
ロ
ー
、
風
俗
画
専
門
家

《和
閾
の
プ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
、
仏
閲
西
の
ワ
ト
ー
、
英

吉
利
の
ホ
ー
ガ
ー
ス
》
、
山
水
専
門
画
家

《仏
蘭
西
の
プ
ー
サ
ソ
、
ク
ロ
ー
ド

・

ロ
ー
ラ
ン
、
和
蘭
の
ロ
イ
ス
ダ
ー
ル
、
ホ
ッ
ベ
マ
》
動
物
専
門
画
家

《和
蘭
の

ボ
ー
ル

・
ポ
ッ
タ
ー
）

十
九
世
紀
美
術

絵
画
（
古
則
派
《院
画
》
と
写
生
派
、
仏
閑
西
の
ル
イ

・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
、
テ
オ
ド

ー
ル

・
ル
ソ
ー
、
コ
ロ
ー
、
ジ
ャ
ソ

・
フ
ラ
ン
ソ
ワ

・
ミ
レ
ー
、
ギ
ュ
ス
タ
ー

プ
・
ク
ー
ル
ベ

、

エ
ド
ワ
ル
ド

・
マ
ネ
と
印
象
派
、
英
吉
利
の
ジ
ョ
ン

・
コン

ス
タ
ー
プ
ル
、
ラ
ス
キ
ソ
の
画
論
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
タ
ー
ナ
ー
、
ジ
ョ
ー
ジ

・

ラ
ソ
ド
セ
ー
ル
、

ロ
セ
ッ
テ
ィ
と
プ
レ

・
ラ
フ
ァ
エ
ル

・
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
、
ラ
ス
キ
ソ
と
プ
レ

・
ラ
フ
ァ
エ
リ
ズ
ム
）
、
建
築
（
鉄
材
の
使
用
等
）
、

彫
刻
（
カ
ノ
ー
ヴ
ァ
、
ト
ル
ヴ
ァ
ル
七
ン
、
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
）

本
保
が
一
度
も
欠
席
せ
ず
、
忠
実
に
講
義
を
筆
記
し
た
と
仮
定
し
て
、
第
一

に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
以
前
の
古
代
美
術
の
講
述
が
簡
略
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
鵡
外
が
久
米
桂
一
郎
の
西
洋
考
古
学
講
義
と
の

重
複
を
避
け
る
た
め
、
敢
え
て
簡
略
化
し
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
第
二
に
注
目
さ

れ
る
の
は
、
講
義
は
全
体
的
に
淡
々
と
し
た
調
子
で
進
め
ら
れ
た
感
が
あ
る

が
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
に
於
け
る
。
ハ
ル
テ
ノ
ソ
神
殿
の
如
く
、
当
然
掲
げ
る
べ
き

作
例
が
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
々
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
後
述
の
鴎
外
が

用
い
た
参
考
書
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
鵡
外
は
多
く
の
図
版
を
生
徒
に
見
せ
た
に

違
い
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
本
保
の
ノ
ー
ト
に
筆
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
恐
ら

＜
鵡
外
の
作
品
解
説
が
物
理
的
に
筆
記
が
で
き
な
い
よ
う
な
か
た
ち
で
行
な
わ

れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
前
任
の
岡
倉
覚
三
が
西

洋
美
術
の
流
れ
を
説
く
に
あ
た
っ
て
東
洋
と
の
関
係
や
美
術
に
於
け
る
精
神
な

ど
の
問
題
を
重
視
し
、
解
釈
と
し
て
の
美
術
史
を
講
じ
た
の
に
対
し
て
、
鴎
外

の
場
合
は
客
観
的
な
い
し
は
直
訳
的
に
講
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
美

術
上
の
主
義
の
相
異
は
講
義
の
内
容
に
も
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

鵡
外
の
講
義
は
数
種
類
の
洋
書
が
底
本
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
今
仮

り
に
そ
れ
ら
を

X
と
す
れ
ば
、

X
の
大
要
の
翻
訳
と
み
ら
れ
る
「
西
洋
美
術

史
」
が
大
村
西
崖
編
『
美
術
評
論
』
の
創
刊
号
（
明
治
三
十
年
十
一
月
五
日
）
か

ら
第
二
十
一
号
（
同
三
十
二
年
九
月
十
三
日
）
ま
で
連
載
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は

「
無
名
氏
」
と
あ
り
、
内
容
は
芸
術
の
朋
芽
（
墳
墓
遺
跡
、
器
什
遺
物
《
石
器

バ

ビ

・

ソ

ア

ッ

シ

リ

ア

時
代
、
銅
器
時
代
、
鉄
器
時
代
》
）
に
始
ま
り
、
巴
比
命
及
び
亜
西
里
亜
、

小

[
7

ェ

ニ

キ

ア

]

キ

.
7

ロ

ス

亜
細
亜
諸
国
（
民
族
興
亡
）
、
フ
ヨ
ニ
チ
ャ

・
希
伯
来

・
リ
ヂ
ヤ
、
メ
ヂ
ヤ
及

ペ
ル
シ
ャ

び
波
斯
、
希
朧
（
民
族
と
地
理
、
希
服
美
術
時
代
区
分
《
第
一
期
B
.
C
.
1
1
0
4

~

 

4
8
0

ペ
イ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
時
代
、
第
二
期
B
.C
.
 48

0
~

4
3
3

ペ
リ
ク
レ
ス
時
代
、

第
三
期

B
.C
.
 4

3
3
~

3
2
3

プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ニ
ス
時
代
、
第
四
期
B
.C
.
 3

2
3

~
1
4
6
 

ラ
オ
コ
オ
ン
時
代
》
、
希
腺
芸
術
前
紀

《史
徴
前
》
、
希
服
の
建
築
《
無
糞
式
と

有
翼
式
、
ド
ロ
ス
式

・
イ

オ
ソ
式
及
び
ア
ッ
チ
ケ
式

・
コ
リ
ソ
ト
ス
式
、
第
一

S
四
期
の
遺
迩
》
、

希
腺
の
彫
塑
及
び
絵
画
《
彫
塑
隆
盛
の
原
因
、

服
飾
と
着

法
、
彫
塑
材
体
の
変
遷
、
第
一

・
ニ
期
の
彫
塑
》
）
を
説
い
て
中
断
し
て
い
る
。

挿
図
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
作
品
解
説
は
詳
細
に
亙
っ
て
い
る
。
こ
れ
と

本
保
ノ
ー
ト
と
を
対
照
す
る
と
、
後
者
は
前
者
の
古
代
（
ギ
リ
ゾ
ャ
以
前
）
の
部

分
を
省
ぎ
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
に
つ
い
て
は
前
者
と
は
逆
に
建
築
を
彫
刻
の
後
に

し
て
簡
単
に
説
き
、
前
者
に
無
い
「
希
職
諸
神
伝
」
（
『
美
術
評
論
』
に
は

「
西
洋

美
術
史
」
に
付
随
し
て
別
稿
「
希
腫
諸
神
伝
」
が
連
載
さ
れ
て
い
る
。）
の
項
を
付
け
加
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え
て
い
る
が
、
全
体
的
に
み
て
前
者
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

用
語
、
文
体
は
よ
く
似
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
同
一
の
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
箇

所
も
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
、
従
来
不
明
と
さ
れ
て
ぎ
た
無
名

氏
は
鴎
外
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
推
定
に
は
も
う
一
っ

の
有
力
な
根
拠
が
あ
る
。

鴎
外
の
「
明
治
一
二
十
一
年
日
記
」
（
岩
波
版

『鵡
外
全
集
』
第
三
十
五
巻
。
昭
和

五
十
年
一
月
）
に
は
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。

一
月
十
五
日
「
大
村
西
崖
、
白
井
雨
山
来
り
訪
ふ
。
西
崖
と
典
に
西
洋
美

術
史
を
講
ず
。
夜
半
に
至
り
て
辞
し
去
る
。」

二
月
十
九
日
「
大
村
の
た
め
に
西
洋
美
術
史
を
講
ず
。」

二
月
二
十
四
日
「
大
村
の
史
稿
を
閲
す
。」

七
月
二
十
日
「
大
村
来
る
。
西
洋
美
術
史
の
稿
を
継
ぐ
。」

七
月
三
十
一
日
「
泰
西
美
術
史
を
校
す
。
」

九
月
十
一
日
「
西
洋
美
術
史
を
校
し
、
…
・
:
」

こ
れ
に
よ
っ
て
彼
が
大
村
西
崖
と
と
も
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
「
西
洋
美
術

史
」
を
刊
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
日
記
に
は
外
に
「
洋

画
手
引
草
」
、
「
希
朧
諸
神
伝
」
、
「
芸
用
解
剖
学
」
（
以
上
は

『
美
術
評
論
』
に
連

載）
、
「
審
美
網
領
」
等
の
執
筆
に
関
す
る
記
述
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
執
れ
も
後

に
鵡
外
と
他
者
の
共
編
に
よ
る
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
が
（
「
希
騰
諸
神
伝
」

は
大
村
西
崖
編

『希
朧
羅
馬
諸
神
伝
』
と
し
て
刊
行
）
、

「西
洋
美
術
史
」
は
刊
行
さ

れ
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
日
記
に
登
場
す
る
「
西
洋
美
術
史
」
は
『
美
術
評

論
』
連
載
の
そ
れ
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
無
名
氏
と

一
冊

は
鵡
外
あ
る
い
は
鵡
外
と
西
崖
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
連
載
が
中
断
さ
れ

た
の
は
鵡
外
が
小
倉
に
赴
任
し
、
西
崖
も
『
美
術
評
論
』
か
ら
手
を
引
い
た
た

め
で
あ
ろ
う
。

「
歴
史
」
講
義

黒
川
真
頼
は
開
校
当
初
か
ら
「
歴
史
」
講
義
を
担
当
し
、
美
術
を
中
心
と
し

た
日
本
史
を
講
じ
た
。
関
連
資
料
と
し
て
左
記
の
講
義
筆
記
が
現
存
し
て
い

る。

①
「
大
日
本
美
術
歴
史
筆
記
、
文
学
博
士
黒
川
真
頼
先
生
口
授
」

こ
れ
は
第
一
回
入
学
生
小
島
光
真
の
筆
記
ノ
ー
ト
「
明
治
二
十
二
年
二
月

備
忘
録
」
中
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
内
容
は
美
の
字
義
、
天
地
開

闘
と
美
醜
の
観
念
の
発
生
、
神
代
、
天
孫
降
臨
よ
り
斉
明
天
皇
ま
で
の
美

術
（
記
紀
等
文
献
に
甚
づ
く
）
を
中
心
と
し
た
歴
史
で
あ
る
。

②
『
歴
史
講
義
筆
記
』

こ
れ
は
明
治
二
十
二
年
に
田
口
駅
次
郎
（
巻
末
の
職
員
任
免
表
を
参
照
）
、
加

藤
直
種
（
同
上
）
ら
職
員
が
筆
記
し
た
も
の
。
本
学
附
属
図
書
館
蔵
。
内
容
は

一
と
ほ
ぽ
同
一
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
継
体
天
皇
の
代
で
終
っ
て
い
る
。

③
「
日
本
歴
史
畔
認
霰
虹
」

一
冊

菅
紀
一
郎
が
普
通
科
第

一
年
ま
た
は
第
二
年
の
と
き
、
即
ち
明
治
二
十

二
年
度
ま
た
は
二
十
三
年
度
に
筆
記
し
た
も
の
。
仁
明
天
皇
以
降
の
部

分
に
関
す
る
筆
記
の
断
片
も
残
っ
て
い
る
。

四、

「
歴
史
」
二
冊

原
安
民
が
普
通
科
第
二
年
の
と
き
（
明
治
二
十
四
年
九
月
1
同
二
十
五
年
七

黒
川
真
頼
の
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